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開催日：令和 4年 12月 20日 

会議名：令和 4年第 5回定例会（第 4日 12月 20日） 

 

○（吉田章浩議員） 皆さん、こんにちは。公明党議員団の吉田章浩でございま

す。 

 私からは、高槻市政の発展について、重点施策を中心に一般質問をさせてい

ただきます。 

 高槻市は、来年２０２３年１月に市制施行８０周年、中核市移行２０周年を迎え

ます。私は、意義ある年度、意義ある年だと感じています。 

 これまでの間、濱田市長の市政運営においては、ビッグプロジェクトをはじめ

様々な事業を展開され、高槻が大きく発展してきましたことに、まずは高く評価

をさせていただきたいと思います。 

 一つの節目である８０年の時。しっかりと総括を行った上で、次年度以降、１０

０周年を目指して、さらに発展していく市民のまち高槻にしていかなければなり

ません。 

 子どもたちを安心して育てられるまち、青少年たちが夢を持てるまち、若者や

中高年の皆様が頑張って働き家族を守れるまち、高齢者等の皆様が安心して

生活できるまち、心と心が触れ合うまちにしていくことが私の信条です。 

 現在、市の面積は１０５．２９平方キロメートル、人口３４万８，６５７人、世帯数１

６万３，８１７世帯、高齢化率２９．３％となっています。団塊の世代全員が７５歳

以上になる２０２５年から２０４０年には全国の高齢化率が約３５．３％、高槻市の

高齢化率が３６．６％となり、誰もが安心して暮らせるまちづくりを築くため、持

続可能な行財政運営の実現を目指し取り組んでいくことが必要不可欠であり

ます。 

 さて、全国をはじめ、私たちの高槻市を取り巻く環境は、少子高齢化、人口減

少社会はもとより、２０１９年末より世界から全国的にも広がった新型コロナウイ

ルスの感染拡大により人々を苦しめ続け、以前の生活スタイルは大きく変わり、

マスク着用等、ウィズコロナの時代が始まりました。 

 また、２０２２年３月にはロシアのウクライナ侵攻が起こり、高槻市議会において

も非難決議を全会一致で採択しました。 

 しかしながら、先の見えないロシアのウクライナ侵攻に伴う原油高や電気料

金・ガス料金の高騰、さらに急激な円安も重なり、国民生活や中小・小規模事業、

農林水産業などの幅広い分野に深刻な影響をもたらしているのが現状です。 

 この間、本市の新型コロナ感染症対策、原油・物価高騰対策においては、地方

創生臨時交付金の活用により、本市にふさわしい取組をしてきました。水道基

本料金の無償化、小学校給食費の無償化、地方公共交通事業者などへの支援、
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また、プレミアム付商品券第４弾までの実施等。 

 特に給食の無償化では、７日付の朝日新聞に、公立の小中学校で給食費を完

全無償化する動きが全国各地で相次いでいると、高槻のことも紹介されており、

市内で２人の小学生を育てる女性は、子どもたちは毎日お代わりするくらい給

食が大好きなので、とてもありがたいと話されています。 

 また、個人への支援として、就学前児童への臨時給付金や障がい者手当受給

者への特別支援給付金、事業者への支援として中小事業者、運送事業者への

支援策、医療施設等の支援策については専決処分され、先進的に取り組まれて

きました。 

 また、２日には参議院本会議で第２次補正予算が成立し、今後の自治体として

の取組が重要となってきます。 

 緊急性の高い本市の実情に合った支援策につきましては、公明党議員団とし

ましても濱田剛史市長に緊急要望書として、市民の皆様のお声を届けさせてい

ただき、同じ思い、同じ方向性との見解を示していただき、実現できたものと確

信をしています。また、年１回、会派として市民の皆様のお声をまとめ、次年度の

高槻市政の施策と予算編成に関する要望書を提出。令和５年度に向けては、重

点施策８項目と１８７項目を提出させていただき、順次、実現していただき、今後

の取組にも期待をしているところです。 

 濱田市長はみらい創生を掲げられ、また、施政方針で高槻のさらなる成長を

掲げられました。 

 これまでの実績を振り返りますと、まず、子育て・教育につきましては、子ども

医療費の助成を１８歳まで拡充、中学校給食をこの４月から恒久的に無償化さ

れ、国に先駆けて、従前の小学校と中学校１年生の３５人学級に加えて、令和５

年度から中学校全学年の３５人学級を実施する運びとなっています。 

 さらに防災・減災対策の取組につきましては、忘れてはいけない、忘れられな

い、２０１８年６月１８日に発災した大阪府北部地震による震度６弱でのブロック

塀の倒壊。片時も忘れず哀悼の意を尽くし、適切に本市公共施設のブロック塀

の撤去を実行。小中学校におけるブロック塀の撤去も今年度中に完了すると伺

っています。 

 また、集中豪雨などの雨水対策としての安満遺跡公園の２万立方メートルが

貯留できる雨水貯留施設をはじめ、高槻城公園芸術文化劇場、ＪＲ高槻駅北駅

前広場に設置される雨水貯留施設や学校等に設置される雨水流出抑制施設な

ど、今後の安全・安心に期待をしています。 

 また、コミュニティ市域約７０か所に設置の土のうステーションもお役に立てて

いるようです。 

 そして、防犯対策については、通学路の防犯カメラの設置、自治会への防犯カ
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メラ設置費用の補助も相まって、市内１，１２５台の設置により犯罪件数も３分の

１に減少し、効果を上げています。 

 保健福祉においては、医師会のご協力をいただいての新型コロナワクチン接

種の個別・集団接種会場設置をはじめ円滑なワクチン接種。狭隘で耐震性に課

題のあった救命救急センターも２４時間３６５日の三次救急として、ドクターカー

も含めて、大阪医科薬科大学病院に無事移譲し、市民の持続可能な安全・安心

が引き継がれました。高槻島本夜間休日応急診療所も旧弁天駐車場跡地に

着々と建設が進んでいます。 

 また、手話や聾唖への理解と手話の普及を進めていくために知っておいてい

ただきたいことなどをまとめた手話言語条例の制定も非常に大事なことであり

ます。 

 まちづくりにつきましては、高槻城公園芸術文化劇場が来年３月に開館、将棋

のまち高槻として関西将棋会館の移転が決定。甲子園球場約５個分の広さを誇

り、高槻のセントラルパークと言われる安満遺跡公園が２０２１年に全面開園。私

も先日、地域のファミリーハイキングに参加しましたが、一面に広がる芝生等で

楽しむ皆様で大にぎわいでした。 

 また、ＪＲ高槻駅のホーム拡充や安全確保のためのホーム柵の設置。特急停

車も実現し交流人口の増加にもつながっているものと感じています。 

 以上、重点施策をはじめとする事業をご紹介いたしましたが、大きな課題が山

積する中でも着実に前へ進め、発展していくことが重要であります。 

 今年度までの総括とともに評価をお聞かせいただき、今後の新型コロナ対策

や物価高騰対策の支援とともに、２０２３年度の事業の展開をどのようにお考え

なのか、近未来の高槻構想を描きながらお聞かせ願い、１問目といたします。 

     〔市長（濱田剛史）登壇〕 

 

○市長（濱田剛史） 私の３期目の４年間におきましては、新型コロナウイルス感

染症による市民生活、事業活動に大きな影響があり、さらに今年に入ってから

は、物価高の影響も追い打ちをかけております。 

 本市といたしましては、国の施策に加え、４度にわたるプレミアム付商品券の

発行をはじめ、約８１億円の新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金や

市の基金などを活用し、市民・事業者に対する市独自の支援を積極的かつ切れ

目なく実施してまいりました。 

 このような状況下においても、子育て支援のトップランナー都市にふさわしい

大胆な子育て・教育施策の拡充を行うとともに、ＪＲ高槻駅北駅前広場の整備、

市民防災協議会の発足に向けた支援、大阪府三島救命救急センターの機能移

転、及び高槻島本夜間休日応急診療所の移転開設など、各分野において、将
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来を見据えた取組を着実に進めてきたところです。 

 これら、子育て・教育、安全・安心、医療・福祉、都市基盤の整備など、市民福

祉の向上に努めてきた結果、市民意識調査における、今後住み続けたいと思う

市民の割合は８３．２％まで年々上昇しているところであります。 

 一方で、施策の充実に必要な財源を確保するため、行財政改革にも力を入れ、

本市の誇るべき健全財政を堅持してきたところであります。 

 そして、安満遺跡公園や高槻城公園芸術文化劇場の整備も完了し、芥川城

跡は国史跡に指定されました。 

 また、令和６年には関西将棋会館の移転も予定され、これらを契機とした交流

人口の拡大、さらなるにぎわいの創出が大いに期待されます。 

 さらに、中核市高槻の玄関口であるＪＲ高槻駅南地区の再開発の実現は、本

市のさらなる飛躍の鍵になると考えており、公民連携により強力に推進する必

要があると考えております。 

 昨今、高槻の事業が全国的にも注目を集めてまいりましたが、世間の耳目を

集める事業のみに注力することなく、今後も引き続き、医療・福祉、教育、インフ

ラの維持・管理などの基礎的な責務をなおざりにせず、堅実かつ地道に進める

とともに、新型コロナウイルス感染症や物価高など、市民生活に影響を及ぼす

喫緊の課題に対しましても、適切かつ迅速に対応してまいります。 

 そういった意味も含め、今後もあらゆる分野でさらなる成長を確かなものとす

るため、次世代への積極投資、成長基盤の強化、健全財政の維持を柱として施

策を展開し、次世代に輝く高槻を継承してまいります。 

 

○（吉田章浩議員） 市長からご答弁をいただきまして、市民に寄り添った支援、

高槻のさらなる成長に向けた決意を伺いました。その姿勢・方向性に理解と評

価をさせていただきたいと思います。 

 ２問目につきましては、ここでは改めて、大きく４つの項目について要望させて

いただきます。少しお時間を取りますが、ご容赦を願いたいと思います。 

 はじめに、これからも高槻市政の発展については、これまでの実績とともに大

いなるチャレンジ精神で、国等とも連携し、全力前進していただきたいと思いま

す。特に、ご答弁でもあったように、新型コロナウイルス感染症対策や物価高騰

対策など、市民等に寄り添った対応をよろしくお願いいたします。 

 その上で、次年度以降の取組では、まず１つ目は、子育てナンバーワンと魅力

ある教育のまちづくりに期待をしていきたいと思います。 

 昨日の追加議案でもありましたとおり、子ども未来部より出産・子育て応援事

業の議案が可決されました。公明党としましても、妊娠期から出産・子育て期の

切れ目ない伴走型の支援が重要であると考えていることから、ライフステージな
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どに応じた支援策を示し、児童手当の１８歳までの対象拡大や、本市が先行実

施する子ども医療費１８歳までの助成の拡充、私立高校授業料の実質無償化の

段階的な対象拡大など、幅広い政策を網羅する子育て応援トータルプランを発

表しました。 

 これは、コロナ禍により少子化が想定を上回るスピードで進み、虐待や不登校、

自殺の増加など、子どもをめぐる課題は深刻化しており、これらの課題を克服し、

希望すれば誰もが安心して子どもを産み育て、十分な教育が受けられる社会づ

くりを進めることが重要であります。 

 本市におきましても、伴走型支援の充実として、現状の課題への対策もしっか

り図りながら、子ども医療費の完全無料化、小中学校全学年での３０人学級の

導入、教育ＤＸの推進による学力向上、子どもたちが安心して過ごせる学童保

育室や子ども食堂の充実、学習支援となる学校塾の居場所づくりを要望させて

いただきます。 

 特に、子どもたちが日々学び過ごす学校と地域においては、コミュニティ・スク

ールの取組を推進しています。本市では、全ての中学校に、コミュニティ・スクー

ルを導入することを目指して、２０２１年度（令和３年度）よりモデル校区を設置し、

取組を進めています。学校・家庭・地域が協働して教育を行い、これからの時代

を担う子どもたちを地域総がかりで育てる新しい仕組みをつくるとしており、大

変重要な事業であります。 

 急激に変化する時代の中にあっても、子どもたちが他者と連携・協働し、生き

る力を育むために、地域総がかりで子どもたちを育てる体制づくりを目的として

います。 

 ただ、地域教育協議会など、従前から充実する取組を行っている校区につき

ましては、予算的な課題もあるようです。移行する校区につきましては、丁寧な

説明を行い、同じ方向を進むよう十分な取組をお願いしておきます。 

 ２つ目に、災害に強いまちを目指し、みんなが安全で安心できるまちづくりとし

て、研修体験等を備えた防災センターの整備、風水害など災害に強いインフラ

整備、（仮称）市民防災協議会の発足支援と防災士の活動を視野に入れた取組、

感染症対策等、避難所の生活環境の向上に期待をし、要望しておきたいと思い

ます。 

 来月１月には市制施行８０周年の記念事業として市全域大防災訓練が計画さ

れています。特別警報級の台風接近に伴う大規模暴風水害・土砂災害という、

想定される最悪のシナリオによる訓練です。地域のコミュニティの皆様としっか

り連携を図りながら、安楽に暮らしていても絶対に危機のあることを忘れてはな

らないとの大正６年の大塚切れ洪水記念碑に刻まれる言葉を、より多くの皆様

に実感していただけるかが重要な取組だと感じます。よろしくお願いをいたしま
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す。 

 また、安全・安心のまちづくりについて、防犯カメラを設置する自治会等に設

置費用を補助する事業についても、これまでの効果を踏まえて要望する声が多

いことから、次年度の実施も要望しておきます。 

 そして３つ目は、全ての世代が健康で暮らせるまちが大切です。介護予防、健

康づくりを推進し、健康寿命の延伸ナンバーワン都市を目指していただきたい

と思います。 

 特に、高齢化が進展する中で、これらの取組が重要と考えます。しかし、私が

よくお聞きする現状は、移動や買物、ごみ出し、介護、認知症、医療の課題など、

体調のことから玄関先まで出られるのにご苦労され、会話などでも身体的な難

聴などの課題や、外出においても歩行等困難なことから、歩道整備などを求め

られるほど、お困りの声があまりにも多いということです。 

 近隣の団地では、高齢化や独居化が進み、エレベーターがないところなどもあ

り、生活面でのご苦労をお聞きします。 

 私が暮らす地元の団地も同様で、さらに近くのスーパーもなくなり、買物等に

不便で外出など困難を来しておられます。ちなみに、こちらの団地では将来的に

府としての建て替えの計画をお聞きしていますが、円滑な引っ越しなどできるの

か心配もするところで、まちづくりの観点からも、市もしっかり参画し、スムーズ

に移行できるよう、ご尽力をお願いしたいと思います。 

 どうか、健康寿命の延伸ナンバーワンを目指すとともに、高齢者等の皆さんに

寄り添う生活支援の充実も検討していただくことを強く要望します。 

 昨日、帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求める意見書が、全員

賛成で可決されました。６月定例会で三井議員が帯状疱疹ワクチン助成につい

てを一般質問されました。接種費用の負担軽減を求める市民の声と、独自の助

成制度を設ける自治体が広がっています。本市も速やかに検討実施をお願い

しておきます。 

 そして、最後に、質の高い都市機能の形成されるまちづくりとして、ＪＲ高槻駅

と駅南エリアの一体的な整備を行い、にぎわい・交流拠点として新たなランドマ

ークを創出されることを期待しています。 

 また、交通の利便性の魅力より、市営バスを持つ強みを最大限に生かしたサ

ービスの充実を求めるところですが、私の住む周辺地域では交通不便地域との

位置づけより、地域の皆様の強い要望を受け、議会質疑において要望を行い、

２０１７年（平成２９年）に辻子３丁目、竹の内町、番田、玉川橋への市営バスの運

行が始まりました。大感激でした。 

 しかし、当初より、市バスの利便性の課題から増便の要望が強くあり、地域の

皆様も何度も要望活動をしてこられました。限られた資源や、コロナ禍等で利
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用者が減少している実態など、市営バスを取り巻く環境をさらに丁寧に説明し

ていただきながら、より一層の利便性やサービスの向上を図っていただきたい

と思います。そして、オンデマンド交通等、持続可能な公共交通の運行が一日も

早く実現することを要望させていただきます。 

 以上、重点施策を中心に私自身がふだんからお聞きするご相談より、市民の

皆様の声を要望させていただきました。そして、私どもの会派の要望とも、今後

もベクトルを合わせていただくことを期待し、持続可能な行財政運営をよろしく

お願いしたいと思います。 

 ２０年後の２０４３年は市制施行１００周年となります。１年１年を大切にしながら、

時代が移り変わっても、市民のお一人お一人が、それぞれの思いを成就できる

ことが大切なことだと思います。そして、共感と連帯を充実させていくことが必

要なことだと感じます。次世代に輝く高槻の継承をよろしくお願いいたします。 

 ６月定例会で一般質問いたしました高槻の総合計画についてでありますが、

輝く高槻を目指す取組として、原点を振り返りながら、まちづくり元年との思い

で、市民の皆様と連帯を強めていただきたいとの思いより高槻市民憲章制定４

５周年記念式典が決定しました。モニュメントもきれいにされ大成功を祈る思い

です。 

 私たち公明党が目指すものは、大衆福祉、全民衆の最大幸福であります。幸

福の定義は人それぞれですが、各人が思い描く幸福を最大限に追求できる社

会こそ、私たち公明党が目指す大衆福祉社会であり、個人の幸福と社会の繁栄

の一致を志向するものであります。 

 そして、これらを目指していく方向に、今後の社会・高槻市の発展があること

を確信し、私の一般質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

 


